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研究成果の概要 

昆虫のクチクラの多彩な性質のもととなる多様な 3D 構造は普遍的な階層構造を基盤としてつくられ

る。本研究では特にクチクラタンパク質を軸として、その普遍構造をつくりだす分子機構の解明を目指

している。2024年度の実施内容は以下の通りである。 

(1) クチクラの構造形成に関与するクチクラタンパク質の探索 

モデル系であるショウジョウバエ幼虫クチクラの形成期に発現するクチクラタンパク質コード遺伝子

のノックアウト系統の作製を進め、22遺伝子について作製完了した。前年度実施分とあわせて 46遺伝

子について系統の作製を完了し、残りの遺伝子についても DNA コンストラクションを完了した。また

GFP ノックイン系統作製のための DNA コンストラクションも 20 遺伝子について完了し、系統作成を進

めている。 

(2) 構造形成に関与するクチクラタンパク質へのシステマチックな変異導入 

個々のタンパク質にシステマチックに欠失変異を導入し、分子のふるまいの変化とクチクラの構造へ

の影響を結びつける。当年度は、前年度に作製したいくつかのクチクラタンパク質の部分的欠失シリー

ズ発現系統を用いて局在解析を行い、タンパク質の特定の領域を欠失させた場合に局在が変化するこ

とを見出した。 

(3) クチクラの再構成系の構築 

前年度に立ち上げた翅原基におけるキチン合成誘導系を利用して、クチクラタンパク質と共発現させ

たときのマトリックスの構造変化を解析した。一部のクチクラタンパク質がキチンマトリックスの立

体的な形状を変化させることを見出した。 
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